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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

＜住民自治会関係会議等＞

９日(火)市政協力員例会

17日(水)運営委員会

19日(金)広報部会

日奈久の人口
（６月末現在）

男 1,110人

女 1,337人

計 2,447人

(前月比＋2人)

(2009年末3,444人)

令和４年８月号
（第１５６号）

発行者

日奈久住民自治会

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

11日(木) 山の日

23日～24日

日奈久中サマースクール

25日(木)日奈久小・中学

校二学期始業式

27日(土)日奈久小・中学

校合同資源回収

６
月
19
日(

日)

午
前
10
時
よ
り
日
奈
久
ゆ

め
倉
庫
に
て
、
今
年
度
の
日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ

協
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

新
会
長
に
、
北
園
武
広
氏
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
北
園
新
会
長
の
挨
拶
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
理

事
会
で
新
会
長
に
推
薦
さ
れ
、
令
和
４
年
度

日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
総
会
に
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
北
園
武
広
で
す
。

ま
ず
は
、
永
き
に
わ
た
り
日
奈
久
校
区
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
並
び
に
、
校
区
民
の
健
康
維

持
・
増
進
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
前
会
長
の

町
田
様
は
、
顧
問
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
22
歳
の
頃
か
ら
以
前
の
体
育
協
会
時

代
よ
り
各
種
の
役
職
を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
校
区
の
行
事
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
書
面
議
決
と
な
っ
て
い

ま
し
た
日
奈
久
住
民
自
治
会
総
会
は
、
議
決
権
を
有
す
る
者
代
議
員
26
名(

１
名
欠

員)

、
委
員
会
・
部
会
役
員
15
名(

欠
員
及
び
兼
務
９
名)

計
41
名
中
、
36
名
の
『
賛

成
』
を
以
て
「
可
決
」
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
議
案
は
、
次
の
通
り
で
す
。

◆
第
１
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
報
告

◆
第
２
号
議
案

令
和
３
年
度
収
支
決
算
報
告

①
一
般
会
計
収
支
決
算

②
基
金
収
支
決
算

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
部

管
理
業
務
受
託
収
支
決
算

④
津
森
小
学
校
遭
難
の
碑
基
金
収

支
決
算

⑤
会
計

監
査
報
告

◆
第
３
号
議
案

令
和
４
・
５
年
度
役
員
改
正

◆
第
４
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
計
画

◆
第
５
号
議
案

令
和
４
年
度
予
算

①
一
般
会
計
収
支
予
算

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
一
部

管
理
業
務
受
託
収
支
予
算

各
議
案
に
つ
い
て
は
、
前
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
事
業

計
画
と
予
算
案
は
、
別
紙
印
刷
し
て
配

布
し
ま
す
。
議
決
に
携
わ
れ
た
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

日
奈
久
校
区
の
皆
様
方
に
は
、
常
日

頃
か
ら
住
民
自
治
会
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
総
会
の
時
期
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
書
面
議

決
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
来

な
ら
総
会
の
場
で
、
皆
様
の
ご
意
見
等

お
伺
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
町
内

代
議
員
の
皆
さ
ん
に
総
会
資
料
を
郵
送

し
、
無
事
承
認
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
変
異
種
が

再
流
行
に
入
り
、
先
行
き
の
見
え
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
こ

の
よ
う
な
中
、
住
み
良
い
街
、
日
奈
久

日奈久住民自治会会長

今田 徳次郎

写
真
前
列
右
か
ら
（
敬
称
略)

事
務
局
長

久
保
賢
二(

山
下
町)

副
会
長

橋
本
勝
利(

塩
南
町)

会
長

今
田
徳
次
郎(

中
町)

副
会
長
・
福
祉
健
康
人
権
部
長

倉
野
静
香(

塩
北
町)

書
記

浪
花
政
秋(

馬
越
町)

ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
長

町
田
謙
二(

上
西
町)

(

後
列
右
か
ら)

広
報
部
長

山
田
健
二(

山
下
町)

旅
館
組
合
長

松
本
啓
佑(

上
西
町)

会
計

上
野
智
子(

東

町)

町
内
連
絡
委
員
長

林
田
正
充(

下
西
町)

生
活
環
境
部
長

山
本
一
樹(

新
開
町)

企
画
イ
ベ
ン
ト
部
長

中
山
諭
扶
哉(

新
開
町)

（
枠
外
）

日
奈
久
出
張
所

田
並
功
光

監
事

中
路
隆
治(

新
田
町)

本
年
度
の
住
民
自
治
会
役
員
の
紹
介

新
会
長
に

北
園
武
広
氏
を
選
出

日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会
総
会
開
催

今
回
与
え
ら
れ
ま
し
た
会
長
職
の
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
様
な
緊

張
感
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
歴
代
の
会
長

の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、
役
職
の
任
期
満
了
時

ま
で
、
自
分
な
り
に
精
一
杯
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

ま
た
、
昨
今
の
時
代
に
合
っ
た
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し
い
生
活

様
式
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
提
案
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
町
内

理
事
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
協
会
関
係
者
並

び
に
校
区
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
参
考
に
計

画
・
実
行
し
、
理
事
会
を
よ
り
活
性
化
さ
せ

修
正
を
繰
り
返
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
笑
顔
溢
れ
る
住
み
よ
い
町
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
校
区
民
の
皆
さ
ま
方
の
、
日
奈

久
住
民
自
治
会
主
催
事
業
等
へ
の
積
極
的
な

参
加
と
併
せ
て
、
協
会
活
動
に
対
す
る
活
発

な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

７
月
15
日(

金)

開
催
の
運
営
委
員
会
か
ら
、
記
事

と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
主
な
事
項
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

○
福
祉
健
康
人
権
部
会

・
日
赤
募
金
は
、
目
標
額
を
今
年
も
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
敬
老
会
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
式
典
は
今
年
も
実
施
せ
ず
、
記

念
品
を
配
付
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

○
生
活
環
境
部
会

・
津
森
小
遭
難
の
碑
公
園
の
樹
木
が
伸
び
す
ぎ
た
り

枯
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
、
整
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

○
事
務
局

・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
祭
の
売
上
金
の
中
か
ら
、
ア

グ
リ
日
奈
久
様
よ
り
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
新
開
町
の
元
若
竹
保
育
園
の
生
け
垣(

カ
イ
ヅ
カ
イ

ブ
キ)

の
伐
採
を
市
に
要
望
し
、
９
月
末
ま
で
に
全
て

伐
採
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

資源回収を今年も、下記の日程で実施いたします。地域の皆様の

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

◇日 時 ８月２７日(土)午前７時～８時３０分（小雨決行）

◇回収品目

○ビールびん(大･中･小･２㍑)

○ビールケース

○アルミ缶(つぶさない)、スチール缶は不可

○新聞紙(広告紙がまざっていても可)

※雨で紙類が濡れていた場合は、回収不可となります。

※段ボール、雑誌は回収しません。

<お願い>

〇びんやアルミ缶の中は、何も入って

いない状態でお願いします。

〇アルミ缶以外の缶は回収しません。

〇回収品は、朝７時までにお出しくだ

さい。

※中止の場合は、ＰＴＡの地区委員を中心にお知らせします。

日奈久小中学校ＰＴＡ 資源回収のお願い

令和２年度の資源回収風景

今
年
は

温
泉
神
社
ご
遷
座
二
百
年

今
年
の
丑
の
湯
祭
り
は
、
ご
遷
座
二
百
年
記

せ
ん
ざ

念
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
た

ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

濵
田
六
郎
が
温
泉
を
発
見
し
た
の
は
応
永
16
年

(
1
4
0
9
)

。
そ
の
後
、
湯
治
客
は
増
え
一
漁
村

が
温
泉
を
中
心
に
町
が
生
ま
れ
、
日
奈
久
と
い

う
名
が
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
応
永
26
年(

1
4
1
9
)

11
月
、
人
々
は
湯

の
神
市
杵
島
姫
神
を
弁
財
天
と
し
て
祠
（
ほ
こ

い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

べ

ん

ざ

い

て

ん

ら
、
小
規
模
の
神
官
の
い
な
い
社
）
程
度
の
弁

天
社
を
中
町
に
建
立
し
ま
し
た
。

湯
の
町
の
発
展
と
共
に
、
弁
天
社
の
建
物
は

小
さ
い
な
が
ら
も
次
第
に
立
派
に
な
り
、
１
尺

３
寸(

約
40
cm)

の
弁
財
天
像
が
新
彫
さ
れ
、
本

尊
と
し
て
人
々
の
信
仰
の
中
心
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
明
暦
３
年(

1
6
5
7
)

に
は
、
藩

営
浴
舎
の
完
成
で
温
泉
は
ま
す
ま
す
繁
栄
し
ま

し
た
が
、
天
明
年
間(

1
7
8
0

年
代)

、
文
化
９

年(
1
8
1
2
)

と
14
年
の
３
度
も
大
火
災
が
発
生

し
、
街
は
殆
ど
全
滅
。
弁
天
社
も
焼
失
し
ま
し

た
。
幸
い
ご
祭
神
の
弁
財
天
、
六
郎
祭
神
、
観

音
様
等
は
難
を
逃
れ
、
急
造
の
仮
宮
に
遷
座
し

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
後
の
文
政
５
年(

1
8
2
2
)

10

月
15
日
、
堂
山
の
今
の
場
所
に
社
殿
を
建
立
し
、

ご
神
体
を
遷
座
し
ま
し
た
。

神
仏
ま
た
は
天
皇
の
座
を
他
の
場
所
に
移
す

こ
と
を
遷
座
と
い
い
ま
す
。
温
泉
神
社
は
文
政

５
年(

1
8
2
2
)

の
遷
座
か
ら
今
年
が
２
０
０
年

に
あ
た
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
温
泉
神
社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
先
に
書
き

ま
し
た
よ
う
に
、
応
永
26
年
の
創
立
当
時
か
ら

弁
天
社
と
呼
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
明

治
元
年(

1
8
6
8
)

神
仏
判
然
令
に
よ
っ
て
神
仏

が
分
離
さ
れ
た
あ
と
、
数
年
の
間
は
「
湯
の
神

社
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
10
年

(
1
8
7
7
)

発
行
の
神
社
史
に
「
温
泉
神
社
」
の

社
名
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
「
日
奈
久
温
泉
神
社
史
」
）

日
奈
久
歴
史
散
歩

と
思
え
る
よ
う
役
員
一
同
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
日
奈

久
住
民
自
治
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

広告欄
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２

毎
回
、
多
く
の
方
々
か
ら
日
奈
久
に
作
品
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
日
奈
久
の
方
々

か
ら
の
応
募
も
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
第
23
回
目
と
な
る
今
年
も
、
文
化
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
九
月
に
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

【
俳
句
】

①
題
材

自
由

（
定
型
・
自
由
律
ど
ち
ら
で
も
よ
い
）
）

②
部
門

一
般
の
部

一
組
３
句
ま
で
千
円

何
組
で
も
応
募
可

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

一
人
２
句
ま
で

（
小
・
中
・
高
生
）

無
料

③
応
募
方
法

応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
４
用
紙

（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
明
記
）

＊
作
品
の
漢
字
に
は
読
み
仮
名
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

【
絵
手
紙
・
俳
画
】

①
題
材

絵
手
紙
テ
ー
マ

「
日
奈
久
は
い
い
な
」

「
ふ
る
さ
と
」
「
あ
り
が
と
う
」

俳
画
（
山
頭
火
の
句
を
も
と
に
し
た

も
の
で
、
山
頭
火
の
俳
句
を
添
え
る
）

②
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
か
同
じ
大
き
さ
の
用
紙

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
応
募

（
葉
書
の
表
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
）

一
人
何
点
で
も
応
募
可

俳
句
・
絵
手
紙
・
俳
画

作
品
の
送
付
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
９

５
Ⅰ
３
５

八
代
市
日
奈
久
中
町
５
１
６

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

０
９
６
５
ー
３
８
ー
０
２
６
７

第
23
回
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

日
奈
久
郵
便
局
開
局
１
５
０
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
世
界
の
珍
し
い
切
手

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
奈
久
郵
便
局
よ

り
地
域
の
皆
様
へ
の
便
り
が
届
き
ま
し
た
の

で
、
紹
介
し
ま
す
。

先
日
の
開
局
１
５
０
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
多
く
の
皆
さ
ま
方
に
ご
来
局
賜
り
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
期
間

中
、
横
浜
市
の
久
山
様
、
日
奈
久
住
民
自
治

会
広
報
部
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
世
界
初
の
切

手
や
明
治
５
年
当
時
の
切
手
を
始
め
、
貴
重

な
切
手
や
は
が
き
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
客
さ
ま
か
ら
は
感
激
し
た
等
の

ご
感
想
を
頂
戴
し
、
私
共
社
員
も
喜
び
を
感

じ
る
特
別
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
１
５
０
年
を
節
目
と
し
、
こ
れ

か
ら
も
日
奈
久
郵
便
局
が
こ
の
地
に
あ
り
続

け
、
よ
り
愛
さ
れ
る
郵
便
局
と
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご

愛
顧
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
奈
久
郵
便
局
社
員
一
同

銀
光
展
に
入
選

森
田
初
男
氏(

新
田
町)

熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た
第
84
回
銀
光
展
に
、

森
田
氏
の
作
品
「
木
漏
れ
日
の
店
先
」(

油

絵
・
50
号
の
大
作
）
が
見
事
入
選
を
果
た
し

ま
し
た
。
か
つ
て
ス
ケ
ッ
チ
し
て
お
い
た
風

景
を
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
作
品
に
ま
と
め
た

そ
う
で
す
。

ま
た
、
銀
光
会
会
員
の
佐
藤
士
郎
氏(

塩

南
町)

の
油
絵
「
根
子
岳
」
（
１
０
０
号
）

も
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

「木漏れ日の店先」50号

森田初男氏

郵便局に展示された切手

虫眼鏡で覗いて感心する人も

７
月
10
日
と
17

日
に
、
八
代
市
民

球
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
八
代
市
民
体

育
祭
野
球
大
会
で
、

見
事
日
奈
久
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。10

日
の
一
回
戦

で
、
麦
島
に
４
対

３
で
勝
利
。
17
日

の
準
決
勝
で
郡
築

に
６
対
４
で
勝
利
。
決
勝
は
太
田
郷
に
７
対
５
で
勝

利
し
ま
し
た
。

日
奈
久
チ
ー
ム
は
、
少
な
い
人
数
な
が
ら
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
良
く
、
粘
り
強
く
戦
い
、
接
戦
を
も
の
に
し

ま
し
た
。
特
に
準
決
勝
・
決
勝
を
一
人
で
投
げ
抜
い

た
松
本
啓
佑
さ
ん
は
、
「
さ
す
が
に
疲
れ
ま
し
た
が
、

優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
弾
む
声
で
答
え
ま

し
た
。
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

出
場
選
手
は
次
の
通
り
。(

敬
称
略)

(

町
内)

監
督

村
上
護(

大
坪)

、
選
手

開
田
寿
史
、
木

戸
宏
一
、
星
淳
一
、
城
下
正
雄
、
桑
野
直
次(

と
も

に
大
坪)

、
町
田
裕
行
、
嶋
田
憲
一
郎
、
松
本
啓
佑
、

廣
田
大
翔(

と
も
に
上
西)

斉
野
正
信
、
篠
原
真
知
、

今
年
は
、
ご
遷
座
２
０
０
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
神
幸
行
列
を
と
努
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
急
激
な
感
染
拡

大
に
よ
り
、
神
事
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
23
日(

土)

は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
午
前

10
時
か
ら
厳
か
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
林
宮
司
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
を
願
い
、

日
奈
久
の
安
寧
と
繁
栄
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

請
け
前
の
下
西
町
の
林
田
さ
ん
は
、
「
皆
様
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
準
備
の
と
き
、

中
止
を
決
め
た
と
き
も
皆
様
の
日
奈
久
を
思
う

気
持
ち
、
神
社
を
思
う
気
持
ち
を
強
く
感
じ
ま

し
た
」
と

語
り
ま
し

た
。
「
秋

の
大
祭
は

是
非
開
催

し
た
い
」

と
の
小
林

宮
司
の
話

が
あ
り
ま

し
た
。

今
年
の
第
１
０
４
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手

権
熊
本
大
会
出
場
校
の
中
で
、
日
奈
久
中
学
校
の

卒
業
生
５
名(

３
年
４
名
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー)

が
所
属

し
て
い
た
県
立
芦
北
高
校
が
あ
り
ま
し
た
。

主
将
の
３
年
森
村
亮
太
君
、
３
年
森
村
俊
也
君

(

と
も
に
塩
南
町)

、
３
年
内
木
晃
大
君(

山
下
町)

、

３
年
森
本
凌
駕
君
、
１
年
森
本
皇
我
君(

と
も
に
竹

之
内
町)

の
５
名
で
す
。

３
年
の
４
人
は
、
日
奈
久
中
学
校
で
野
球
の
楽

し
さ
を
学
び
、
と
も
に
芦
北
高
校
に
進
学
し
、
野

やりました！日奈久チーム
八代市民体育祭野球大会優勝

優勝旗と賞状を手に笑顔の日奈久チーム

安
倍
元
首
相
襲
撃
事
件
で
注
目
さ
れ
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
、
日
奈
久
校
区
で
は
次
の
場
所
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

日
奈
久
コ
ミ
セ
ン
・
温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん

ぺ
い
湯
・
ゆ
め
倉
庫
・
日
奈
久
小
中
学
校
・

Ｊ
Ｒ
Ａ
・
み
ず
ほ
保
育
園
・
マ
ル
シ
ョ
ク
日

奈
久
店
・
み
な
み
園
・
行
楽
園
・
ハ
ピ
ネ
ス

ケ
ア
日
南
・
陽
向
・
ホ
テ
ル
潮
青
閣
、
日
奈

久
消
防
署(

救
急
車
の
中
に
常
備)

ホ
テ
ル
潮
青
閣
は
、
夜
間
で
も
借
用
で
き

る
そ
う
で
す
。
ほ
か
に
ご
存
じ
の
方
は
教
え

て
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細
動

器)

の
設
置
場
所

芦
北
高
校
野
球
部

日
奈
久
中
の
卒
業
生
５
名
活
躍

球
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

主
将
の
森

村

君

は

、

「
一
昨
年
７

月
の
豪
雨
災

害
で
本
校
は

大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
や
多
く
の
野
球
道
具
が
使

え
な
く
な
り
、
当
時
１
年
生
で
あ
っ
た
私
た
ち

は
、
不
安
を
抱
き
ま
し
た
。
し
か
し
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
こ
の
２
年
間
前
向

き
に
野
球
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
の
思
い

を
強
く
持
ち
、
全
力
疾
走
・
全
力
プ
レ
ー
で
頑

張
り
ま
す
」
と
チ
ー
ム
紹
介
で
述
べ
た
と
お
り
、

全
力
で
プ
レ
ー
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
退

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
そ
の
す
が
す

が
し
い
プ
レ
ー
は
、
見
て
い
る
人
に
感
動
を
与

え
ま
し
た
。

「
４
人
全
員
野
球
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
良

く
野
球
の
話
を
し
た
し
、
自
主
練
習
も
頑
張
っ

て
き
た
。
４
人
が
い
た
か
ら
こ
そ
支
え
合
っ
て

来
れ
た
」
と
内
木
君
。
野
球
の
楽
し
さ
と
野
球

を
通
し
て
大
切
な
こ
と
を
学
び
取
り
ま
し
た
。

３塁打を放った内木君

勢揃いした芦北高校野球部

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

in

日
奈
久
温
泉

11
月
５
日(

土)

に
開
催
予
定

昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
開
催

で
き
な
か
っ
た
「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー

in

日
奈
久
温
泉
」(

実
行
委
員

長

湯
の
里
振
興
会

会
長
今
田
徳
次
郎
氏)

が
11
月
に
開
催
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
の
実

行
委
員
会
や
試
食
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
13
日(

水)

に
は
、
日
奈
久
コ
ミ
セ

ン
に
お
い
て
、
お
も
て
な
し
料
理
の
試
食
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
が
並
べ
ら
れ
、
意
見
交
換
さ
れ
ま
し

た
。

料理の説明を聞きながら

試食する参加者

最後に記念撮影

第22回の入賞作品

広告欄


